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主 論 文 題 名： 
Value chain design and engineering method using Participatory Model-based Learning Cycle 
(参加型モデルベース学習サイクルを用いたバリューチェーン設計手法の研究) 
 
（内容の要旨） 
 
 
近年産業界は歴史的な転機を迎えている。その背景には、IoTやAIなどの技術進化により、
従来のバリューチェーン(価値連鎖)が大規模複雑化していることが、要因として挙げられる。また社会問題
も急速にグローバル化が進んでおり、問題が大規模複雑化している。この大規模化は、ステークホルダが
より多様化し、メンタルモデルの理解を困難にする。またビジネス、社会システムの規模拡大は、要素間
の相互関係性を複雑とし、システム自体の把握、理解を困難にする。その結果、この大規模複雑な環境下
において、新たな価値創造を行うことを困難にしている。 
本研究では、この大規模複雑な環境下で、新たな価値創造と価値を提供するバリューチェ
ーン設計手法として、参加型モデルベース学習サイクルを提案し、その有効性検証を行った。本手法は、
参加型システム分析、モデルベースシステムズエンジニアリング、学習サイクルの3つの手法の組み合わ
せ、新たな手法として提案した。参加型システム分析の、ステークホルダの多様性を活用した将来の要求
把握およびステークホルダのメンタルモデル理解、モデルベースエンジニアのシステムモデル分析および
設計、学習サイクル（Evolutionary Learning Laboratory）の環境変化へ適応する継続的なモデル進化と
学習の特徴を融合している。本提案手法は、定義、分析、設計、実行と内省の４つのフェーズで構成され、
各フェーズにおいて、ステークホルダが参加できるようモデルでシステムを可視化しながら、自己定義、
目的定義、環境分析、要求分析、コンセプト設計、バリューチェーン設計、検証項目設計、実行と内省の8
つのステップでバリューチェーンの設計を行う。 
本手法の有効性検証にむけ、実際の製品開発、ビジネスモデル創造、社会問題解決で適用
した。検証を通じ、参加者のシステム理解向上による参加度合の向上、参加者の多様性を活用したシステ
ム及びメンタルモデル理解の促進、抽出された顧客要求を網羅するバリューチェーン設計、そして要求か
らバリューチェーン要素までの関係性の明確化が図れ、本手法の有効性が検証された。 
